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このたび豊橋技術科学大学・安全安心地域共創リサーチセンターでは、近い将来に発生が

懸念される南海トラフ地震災害を想定した避難所開設訓練を実施します。地域住民の防災

意識向上と実践力の強化を目的に、避難者の性別や障害の有無などの多様性に配慮した避

難所開設の訓練を行います。 

今回の訓練には、「東三河防災カレッジ」を受講している一般市民に加え、自治体職員や

大学関係者が参加し、多角的な視点での課題共有とスキル向上を目指します。 

 

【訓練の概要】 

・日時： 2024 年 12 月 21 日（土） 13 時～16 時 

・場所： 豊橋技術科学大学体育館 (豊橋市天伯町雲雀ケ丘 1-1) 

 

・訓練内容 

講話「誰一人取り残さない避難所づくり～能登半島地震の教訓をもとに～」 

(一社)男⼥共同参画地域みらいねっと 岩本ヤヨエ 理事 

1. 避難所の開設（避難者受入、班分け） 

2. 避難所運営の訓練（妊産婦・高齢者・障がい者などに配慮した空間づくり） 

3. 避難所運営の振り返りワークショップ 

 

【お願い事項】 

取材中は、参加者のプライバシー保護にご配慮ください。 

撮影や取材内容についてご不明点があれば、スタッフまでお声掛けください。 

 

【お問い合わせ・取材申込先】 

 豊橋技術科学大学・安全安心地域共創リサーチセンター 

  E-mail: kouza@carm.tut.ac.jp 

 

以上 


